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1. はじめに―事例の概要

2. 新たな保全の担い手の登場と多様な主体による協働関係の構築

図表1　庄内地域の海岸林保全・市民活動年表（1998～2003年） 図表2　庄内地域の海岸林保全活動グループとタイプ
　（クロマツ砂防林地域以外の海岸林保全団体を含む）



3. 「市民コモンズ」  の形成へ向けて
　：新たな"対話の場"と"ルール"づくり

4. おわりに―今後の課題

し
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